
 

図
書
だ
よ
り 

令和４年度 

Vol.６ 
甲佐高校図書室 

✸神無月✸ 

❁
新
着
図
書
か
ら
お
す
す
め
の
本
を
ご
紹
介
し
ま
す
❁ 

『
世
界
で
い
ち
ば
ん
素
敵
な
大
和
言
葉
の
教
室
』  

吉
田
裕
子
／
監
修 

 

日
本
語
の
う
ち
、訓
読
み
の
言
葉
で
、長
く
使
わ
れ
て
い
る
言

葉
を
「
大
和
言
葉
」 

と
呼
ん
で
い
ま
す
。 

 

「
花
野
（
は
な
の
）
」
は
、秋
の
草
花
が
咲
き
満
ち
た
野
原
の
こ

と
。花
野
原
と
も
い
い
ま
す
。「
草
紅
葉(

く
さ
も
み
じ
」
は
、野

の
草
が
色
づ
く
こ
と
や
、色
づ
い
た
草
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。季

節
に
合
っ
た
大
和
言
葉
を
探
し
て
み
る
の
も
面
白
い
で
す
ね
。 

 

「
世
界
で
い
ち
ば
ん
素
敵
な
〇
〇
の
教
室
」
シ
リ
ー
ズ
は
、
29

冊
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。美
し
い
写
真
と
シ
ン
プ
ル
な
Q
＆
A
に

よ
る
わ
か
り
や
す
い
文
章
で
、朝
読
書
に
も
お
す
す
め
で
す
。 

 

『
図
書
館
版 

N

H

K

100
分
de
名
著 

養
老
孟
司
特

別
授
業 

「
坊
っ
ち
ゃ
ん
」
夏
目
漱
石
』 
養
老
孟
司
／
著 

 
 

養
老
孟
司
さ
ん
が
、夏
目
漱
石
と
「
坊
っ
ち
ゃ
ん
」
の
姿
を
自

身
に
重
ね
な
が
ら
、養
老
流
・人
生
の
極
意
を
伝
授
！ 

 

「
本
は
読
ま
な
く
て
も
い
い
」
「
効
率
は
求
め
な
い
」
・・・。    

生
徒
と
の
対
話
は
世
間
の
常
識
を
覆
す
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
。        

生
き
る
上
で
大
切
な
こ
と
が
ギ
ュ
ッ
と
詰
ま
っ
た
一
冊
。本
を

読
む
と
い
う
よ
り
、養
老
孟
司
さ
ん
の
話
を
聞
い
て
い
る
感
覚

で
読
め
ま
す
！ 

 

『
に
ゃ
ん
こ
四
字
熟
語
辞
典
』 

西
川
清
史
／
著 

 
 

本
の
リ
ク
エ
ス
ト
受
付
中
で
す
！ 

 

図
書
室
カ
ウ
ン
タ
ー
や
返
却
ボ
ッ
ク
ス
横
に
置
い
て
あ
る 

リ
ク
エ
ス
ト
用
紙
に
記
入
し
、
専
用
箱
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。 

 
 

本
の
種
類
は
、
小
説
、
マ
ン
ガ
、
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
、
実
用
書
、

何
で
も
OK
で
す
。 

 
 

※
リ
ク
エ
ス
ト
の
す
べ
て
を
購
入
で
き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

図
書
だ
よ
り 

 

古
く
か
ら
十
月
は
、日
本
の
神
々
が
出
雲
大
社
に 

集
ま
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。出
雲
で
は
神
在

か
み
あ
り

月
。 

 
 

 
 

 
  『余命３０００文字』 村崎羯諦／作 

 いろいろな小説を朝読の時に読んできましたが、この本は朝読の 
１０分間におすすめです。普段、小説を読まない人でも読みやすい短
編小説です。いろいろなジャンルの話があり、どれも面白いです。 
 表題作である「余命３０００文字」が、３０００文字で話が組み立て
られていて内容も深く、感動的でおすすめです。 
 他のおすすめの話には「彼氏がサバ缶になった」や「それはミミズ
クのせいだよ」があります。最初から最後まで意外な展開で、飽きず
に読めるところがおすすめポイントです。 この作品は「小説家になろ
う」というサイトでも読めます。ちなみに作者の村崎羯諦（ぎゃてい）
さんは、熊本県生まれです。 ↑図書室にあります 

堅忍不抜
けんにんふばつ

 動揺することな

く 我慢強く耐え忍ぶこと。 

可愛い、面白い猫の写真をながめている

うちに四字熟語が身につく一石二鳥の猫

写真集です。 

回転書架が美術部さんのイラストとともに 

一新されました。ありがとうございます(^^) 

先生方から寄贈図書をたくさんいた

だいています。ありがとうございま

す(^^) 


